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ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、
そ
の
さ
ら
な
る
侵
攻
の
可
能

性
と
し
て
、
隣
国
の
モ
ル
ド
バ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
モ
ル
ド
バ
に

は
、
未
承
認
国
家
の
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
が
あ
り
、
そ
こ
に
は

ロ
シ
ア
軍
が
駐
留
し
て
い
る
。
今
般
の
戦
争
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て
い
る
が
、
そ
の
東
部
と
南
部
に
加
え
て
、

モ
ル
ド
バ
の
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
を
併
合
す
る
と
、
ク
リ
ミ
ア
へ
と
向

か
う
陸
の
回
廊
が
出
来
上
が
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
真
意
は
定
か
で
は

な
い
が
、
戦
争
の
膠
着
状
況
を
打
開
す
る
選
択
肢
と
し
て
、
ロ
シ
ア

の
視
野
に
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
が
入
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

こ
の
ロ
シ
ア
の
モ
ル
ド
バ
侵
攻
の
可
能
性
の
一
方
で
、
近
年
で
は

モ
ル
ド
バ
政
治
の
あ
り
方
も
変
化
し
た
。
モ
ル
ド
バ
の
サ
ン
ド
ゥ
大

統
領
は
、
ド
ド
ン
前
大
統
領
の
時
に
冷
え
込
ん
だ
ル
ー
マ
ニ
ア
と
の

関
係
を
改
善
さ
せ
、
欧
米
諸
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
。
彼
女
は
た

び
た
び
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
会
談
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避

難
民
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
同
国
や
西
欧
諸
国
と
の
連
帯
を
主
張

す
る
。
昨
年
に
は
モ
ル
ド
バ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｕ
加
盟

候
補
国
に
も
な
っ
た
。
他
方
で
、
サ
ン
ド
ゥ
大
統
領
は
ロ
シ
ア
に
対

し
て
、
軍
事
侵
攻
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
高

騰
さ
せ
、
国
際
社
会
を
不
安
定
化
さ
せ
て
い
る
と
強
く
批
判
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
ロ
シ
ア
の
モ
ル
ド
バ
侵
攻
の
可
能
性
や

同
国
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。
だ
が
、
今
般
の
戦
争
で
よ
り
深
刻
な

状
況
に
陥
っ
て
い
る
の
が
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
紛
争
の
解
決
を
目
指

す
和
平
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共

ま
つ
ざ
き　

ひ
で
や　

二
〇
一
六
年
上
智
大
学

大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科

国
際
関
係
論
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
、
博
士
（
国
際
関
係
論
）。
二
三
年
か

ら
現
職
。
専
門
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
モ
ル
ド
バ
現

代
史
・
比
較
政
治
・
国
際
政
治
。
著
書
に
『
民

族
自
決
運
動
の
比
較
政
治
史
』
な
ど
。

「
未
承
認
国
家
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
」を
抱
え
る
モ
ル
ド
バ

—
—

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
阻
害
す
る
和
平
プ
ロ
セ
ス

西
欧
へ
の
接
近
を
図
る
モ
ル
ド
バ
と
、

ロ
シ
ア
へ
の
シ
ン
パ
シ
ー
の
強
い
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
。

未
承
認
国
家
な
が
ら
安
定
し
て
い
た
同
地
域
に
、

侵
攻
の
た
め
の
「
回
廊
」
と
し
て
ロ
シ
ア
が
着
目
す
る
。

周
辺
国
「
５
＋
２
」
の
枠
組
み
は
和
平
を
続
け
ら
れ
る
か
。
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和
国
は
未
承
認
国
家
で
あ
り
、
ソ
連
末
期
の
武
力
紛
争
の
発
生
か
ら

現
在
ま
で
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
法
的
地
位
の
問
題
は
未
解
決
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
紛
争
後
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
モ
ル
ド
バ

と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
関
係
正
常
化
を
果
た
し
、
両
者
の
間
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
合
意
事
項
が
存
在
す
る
。
な
か
で
も
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
紛
争
の
和
平
合
意
の
履
行
を
監
督
す
る

仲
介
国
と
し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
仲
介
国
同
士
の
戦
争
は
、

沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
問
題
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
紛
争

の
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し
、
そ
の
過
程
を
跡
付
け
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
和
平
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。

沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
問
題
の
歴
史
的
背
景

　

沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
、
モ
ル
ド
バ
の
以
東
に
位
置
し
、「
沿
ド
ニ

エ
ス
ト
ル
・
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ヤ
共
和
国
」
と
し
て
独
立
国
家
を
主
張
し

て
い
る
が
、
他
国
か
ら
は
国
家
承
認
さ
れ
て
い
な
い
未
承
認
国
家
で

あ
る
。
国
際
法
的
に
は
モ
ル
ド
バ
に
属
す
る
が
、
武
力
紛
争
を
通
じ

て
、
モ
ル
ド
バ
の
実
効
支
配
が
及
ば
な
い
地
域
と
な
っ
た
。
沿
ド
ニ

エ
ス
ト
ル
が
未
承
認
国
家
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
モ
ル
ド
バ
の
近
現

代
史
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

　

モ
ル
ド
バ
は
、
現
在
の
ル
ー
マ
ニ
ア
の
一
部
と
と
も
に
、
モ
ル
ド

バ
公
国
と
し
て
長
ら
く
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
宗
主
権
下
に
あ
っ
た
。
だ

が
、
数
回
に
わ
た
る
露
土
戦
争
で
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
モ
ル
ド
バ
公
国

の
東
部
を
併
合
し
、
プ
ル
ト
川
と
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
川
の
間
の
地
域
は

ロ
シ
ア
の
統
治
下
と
な
り
、
そ
れ
は
「
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
」
と
命
名
さ

れ
た
。
ロ
シ
ア
革
命
が
起
こ
る
と
、
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
の
国
民
議
会
の

「
ス
フ
ァ
ト
ゥ
ル
・
ツ
ァ
ー
リ
」
は
、
ロ
シ
ア
の
中
の
自
治
の
創
設

を
宣
言
し
た
。
そ
の
際
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
露
土
戦
争
の
失
地
回
復
を

主
張
し
て
、
同
地
に
介
入
し
た
。
ス
フ
ァ
ト
ゥ
ル
・
ツ
ァ
ー
リ
は
、

モ
ル
ド
バ
民
主
共
和
国
の
建
国
を
宣
言
し
、
投
票
を
通
じ
て
、
同
地

と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
合
併
を
決
め
た
。

　

ソ
連
は
両
者
の
統
合
に
強
く
反
対
し
、
領
土
奪
還
を
求
め
て
、
ソ

ルーマニア

モルドバ

キシナウ●
ティラスポリ●

ウマニ●

ウクライナ

ウクライナ

黒海

沿ドニエストル共和国



外交 Vol.79 May/Jun. 2023 58

連
を
構
成
し
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
内
の
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
川
以

東
に
、
自
治
共
和
国
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
自
治
共
和
国
は
「
モ
ル
ダ

ヴ
ィ
ヤ
自
治
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
の

沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
の
原
型
で
あ
る
。
こ
の
地
に
お
い
て
、
ソ

連
は
民
族
政
策
を
通
じ
て
、
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
人
と
ル
ー
マ
ニ
ア
人
を

区
別
し
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ヤ
人
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
ベ
ッ
サ

ラ
ビ
ア
と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
統
合
を
牽
制
し
た
。
そ
の
後
、
第
二
次
世

界
大
戦
で
、
ソ
連
は
ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
と
北
プ
ゴ

ヴ
ィ
ナ
を
割
譲
す
る
と
、
そ
の
領
土
と
自
治
共
和
国
を
組
み
合
わ
せ

て
「
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ヤ
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
」
を
形
成
し

た
。
こ
の
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ヤ
は
ソ
連
を
構
成
す
る
十
五
の
共
和
国
の
う

ち
の
一
つ
と
な
り
、
現
在
の
モ
ル
ド
バ
の
前
身
で
あ
る
。

　

ソ
連
末
期
に
な
る
と
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ヤ
（
モ
ル
ド
バ
）
は
モ
ル
ド

バ
語
の
表
記
の
変
更
や
国
家
語
化
、
国
旗
な
ど
を
定
め
、
ル
ー
マ
ニ

ア
と
同
国
の
「
再
統
合
」
を
掲
げ
る
勢
力
も
出
現
す
る
。
こ
う
し
た

な
か
で
、
ロ
シ
ア
語
話
者
の
多
い
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
、
モ
ル
ド
バ

政
府
の
政
策
に
猛
反
発
し
、
両
者
の
対
立
は
先
鋭
化
し
た
。
さ
ら
に

モ
ル
ド
バ
は
、
一
九
九
一
年
の
モ
ス
ク
ワ
で
の
八
月
ク
ー
デ
タ
ー
を

契
機
に
、
ソ
連
か
ら
の
完
全
独
立
の
立
場
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
ソ

連
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
た
。
他
方
で
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
ソ
連

を
構
成
す
る
新
た
な
共
和
国
と
し
て
、
ソ
連
残
留
を
決
め
、
ソ
連
の

枠
組
み
の
中
で
、
モ
ル
ド
バ
と
国
家
連
合
を
つ
く
る
構
想
を
持
っ
て

い
た
。こ
の
よ
う
に
モ
ル
ド
バ
が
ソ
連
か
ら
独
立
す
る
の
に
対
し
て
、

沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
ソ
連
に
新
た
な
地
位
と
し
て
加
わ
る
こ
と
を
求

め
た
こ
と
は
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
が
モ
ル
ド
バ
か
ら
分
離
独
立
す
る

こ
と
を
意
味
し
た
。
現
在
ま
で
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
地
位
は
確
定

さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
モ
ル
ド
バ
の
存
立
を
め
ぐ
る
歴
史
的
な

背
景
を
も
と
に
、
ソ
連
に
残
留
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
離
脱
す
る
の

か
と
い
う
問
題
か
ら
派
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
紛
争
が
発
生
し
た
。
こ
の

紛
争
に
お
い
て
、ロ
シ
ア
は
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
を
実
質
的
に
支
援
し
、

モ
ル
ド
バ
は
同
地
を
実
効
支
配
で
き
ず
、
九
二
年
七
月
に
、
モ
ル
ド

バ
と
ロ
シ
ア
は
一
時
停
戦
の
合
意
を
結
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
沿
ド
ニ

エ
ス
ト
ル
は
武
力
紛
争
を
通
じ
て
独
立
国
家
を
自
認
す
る
が
、
国
際

社
会
か
ら
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
未
承
認
国
家
に
な
っ
た
。

紛
争
後
の
和
平
プ
ロ
セ
ス

　

モ
ル
ド
バ
は
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
を
自
国
の
一
部
と
見
な
す
一
方
、

沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
独
立
国
家
を
主
張
し
、
そ
の
地
位
を
め
ぐ
っ
て

両
者
は
対
立
し
て
い
る
。
だ
が
、
紛
争
後
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ

て
、
両
者
の
関
係
は
正
常
化
さ
れ
て
お
り
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
往
来
も

比
較
的
自
由
に
な
さ
れ
て
い
る
。
モ
ル
ド
バ
政
府
は
、
部
分
的
に
沿
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ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
経
済
活
動
を
認
め
て
お
り
、
両
者
の
経
済
的
な
相

互
依
存
も
見
ら
れ
て
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
紛
争
は
、
ロ
シ
ア
と
モ
ル
ド

バ
の
一
時
停
戦
で
終
結
し
た
た
め
、
紛
争
後
に
は
、
モ
ル
ド
バ
と
沿

ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
停
戦
合
意
が
目
指
さ
れ
た
。
そ
れ
に
最
も
積
極
的

に
関
わ
っ
た
の
は
、現
在
の
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）

の
前
身
に
あ
た
る
全
欧
安
全
保
障
協
力
会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
だ
っ
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
、
モ
ル
ド
バ
と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
対
話
を
促
し
、
そ

の
緊
張
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
に
、
モ
ル
ド
バ
の
首
都
キ
シ
ナ
ウ
に
本

部
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
テ
ィ
ラ
ス
ポ
リ
と
ベ
ン
デ
リ
に
支
部
を
置

く
モ
ル
ド
バ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
、
停
戦
交
渉
に

ロ
シ
ア
の
代
表
が
加
わ
る
と
、
そ
の
交
渉
が
進
展
し
、
一
九
九
五
年

に
モ
ル
ド
バ
と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
停
戦
合
意
を
結
ん
だ
。
こ
の
停

戦
合
意
で
は
、
双
方
の
武
力
不
行
使
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
よ
る
合
意
履
行
の
監
督
が
定
め
ら
れ
、
紛
争
解

決
の
枠
組
み
と
し
て
、
モ
ル
ド
バ
と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
、
仲
介
国
の

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
か
ら
成
る
五
者
協
議
が
形
成
さ

れ
た
。
な
お
モ
ル
ド
バ
憲
法
で
は
、
永
世
中
立
国
が
規
定
さ
れ
、
外

国
軍
の
駐
留
を
認
め
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
モ
ル
ド
バ
政
府
は
、
こ

の
憲
法
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
、
ロ
シ
ア
軍
の
撤
退
を
繰
り
返
し
要

求
し
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
当
時
の
モ
ル
ド
バ
の
ル
チ
ン
ス
キ
ー
大
統
領

（
一
九
九
七
～
二
〇
〇
一
）
は
、
モ
ル
ド
バ
の
主
権
と
領
土
の
一
体

性
を
原
則
と
し
て
、
和
平
交
渉
を
進
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
和
平

プ
ロ
セ
ス
は
継
続
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、「
モ
ル
ド
バ
共
和

国
と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
と
の
間
の
関
係
正
常
化
の
基
礎
に
つ
い
て

の
覚
書
（
通
称
：
モ
ス
ク
ワ
・
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
）」
が
合
意
さ
れ
た
。

こ
の
モ
ス
ク
ワ
・
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
よ
っ
て
、
モ
ル
ド
バ
と
沿
ド
ニ

エ
ス
ト
ル
は
関
係
正
常
化
を
果
た
し
、
双
方
の
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
行
き

来
も
可
能
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
、経
済
や
学
術
、

文
化
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
自
律
的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
モ
ル

ド
バ
と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
、
天
然
ガ
ス
の
輸
送
を
め
ぐ
っ
て
協
力

す
る
な
ど
、
両
者
の
経
済
活
動
が
進
展
し
た
。

「
５
＋
２
」
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
模
索

　

こ
の
モ
ス
ク
ワ
・
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、
現
在
の
モ
ル
ド
バ
と
沿
ド

ニ
エ
ス
ト
ル
関
係
の
基
礎
を
か
た
ち
づ
く
っ
た
点
で
意
義
が
あ
っ
た

と
言
え
る
。
だ
が
、
こ
の
和
平
で
は
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
法
的
地

位
の
問
題
は
棚
上
げ
さ
れ
た
。
特
に
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
モ
ル
ド

バ
と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
が
、
共
同
国
家
を
将
来
的
に
構
築
す
る
と
明

記
さ
れ
た
が
、
そ
の
共
同
国
家
の
解
釈
は
、
両
者
の
間
で
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
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モ
ル
ド
バ
は
、
領
土
の
一
体
性
を
主
張
し
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
を

モ
ル
ド
バ
の
一
部
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
沿
ド
ニ
エ

ス
ト
ル
は
、
共
同
国
家
を
モ
ル
ド
バ
と
同
等
の
地
位
を
有
す
る
国
家

連
合
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。つ
ま
り
、共
同
国
家
を
目
指
す
と
い
っ

て
も
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
「
自
国
」
を
モ
ル
ド
バ
の
一
部
と
認
め

た
わ
け
で
は
な
く
、
違
う
国
家
だ
と
し
た
上
で
、「
両
国
」
が
同
等

の
立
場
で
国
家
連
合
を
構
築
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　

今
日
ま
で
こ
の
共
同
国
家
の
解
釈
の
溝
は
埋
ま
ら
ず
、
沿
ド
ニ
エ

ス
ト
ル
の
法
的
地
位
を
め
ぐ
る
問
題
は
未
解
決
で
あ
る
。
だ
が
、
和

平
プ
ロ
セ
ス
自
体
は
継
続
し
、
そ
の
枠
組
み
は
現
在
の
「
５
＋
２
」

に
至
る
。
こ
の
枠
組
み
は
、
当
事
者
の
モ
ル
ド
バ
と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト

ル
、仲
介
者
の
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

の
Ｅ
Ｕ
と
米
国
か
ら
構
成
さ
れ
、長
年
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、

モ
ル
ド
バ
と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
は
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
き
た
。

和
平
プ
ロ
セ
ス
を
阻
害
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

　

二
〇
二
二
年
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
動
揺
し
て

い
る
の
が
、
こ
の
「
５
＋
２
」
の
和
平
の
枠
組
み
で
あ
る
。
特
に
今

般
の
戦
争
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
沿
ド
ニ
エ
ス

ト
ル
問
題
は
連
鎖
し
、
ロ
シ
ア
の
さ
ら
な
る
侵
攻
が
想
起
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
５
＋
２
の
構
成
主
体
が
同
じ
和
平
交
渉
の

テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
は
暗
礁
に

乗
り
上
げ
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
問
題
の
連
鎖
は
、
例
え
ば

駐
留
ロ
シ
ア
軍
の
あ
り
方
に
見
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻

に
お
い
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
駐
留
ロ
シ

ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
に
侵
攻
す
る
こ
と
を
警
戒
す
る
。一
方
で
、

ロ
シ
ア
国
防
省
は
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
国
境
付
近
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

が
集
結
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
攻
撃
の
準
備
を
進
め

て
い
る
と
主
張
す
る
。
も
っ
と
も
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
ク
ラ
ス
ノ

セ
リ
ス
キ
ー
大
統
領
は
、
こ
れ
ら
の
侵
攻
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い

る
。
ま
た
昨
年
に
は
、テ
ィ
ラ
ス
ポ
リ
で
複
数
回
の
爆
発
が
発
生
し
、

ロ
シ
ア
は
そ
れ
を
「
テ
ロ
」
と
呼
ん
だ
が
、
ク
ラ
ス
ノ
セ
リ
ス
キ
ー

は
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
問
題
を
解
決
す
べ

き
だ
と
主
張
し
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
牽
制
し
た
。
今
般

の
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
亀
裂
も
見

ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
の
ペ
ス
コ
フ
大
統
領
報
道
官
は
、
モ
ル
ド
バ
の

「
反
ロ
シ
ア
政
策
」
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
と
モ
ル
ド
バ
の
関
係
が
悪

化
し
て
い
る
と
述
べ
、
モ
ル
ド
バ
政
治
へ
の
干
渉
も
辞
さ
な
い
。
今

年
三
月
末
の
ロ
シ
ア
連
邦
の
対
外
政
策
概
念
で
は
、
ロ
シ
ア
に
対
し

て
建
設
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
在
外
ロ
シ
ア
人
同
胞
の
団
結
を
支
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援
す
る
こ
と
や
、「
近
い
外
国
」
の
紛
争
解
決
や
安
定
の
維
持
な
ど

に
ロ
シ
ア
が
注
力
す
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
と
沿
ド

ニ
エ
ス
ト
ル
の
会
談
に
お
い
て
も
、
ロ
シ
ア
の
ト
リ
ャ
ピ
ー
ツ
ィ
ン

特
命
大
使
は
、
５
＋
２
の
枠
組
み
が
何
の
結
果
も
も
た
ら
し
て
お
ら

ず
、
機
能
不
全
に
陥
っ
て
お
り
、
地
域
安
全
保
障
に
関
す
る
議
論
の

必
要
性
を
主
張
し
た
。
今
般
の
戦
争
前
ま
で
、
曲
が
り
な
り
に
も
ロ

シ
ア
は
、
５
＋
２
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
発

言
の
背
景
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
と
欧
米
の
決

裂
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
戦
争
に
よ
っ
て
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
問
題
を
め

ぐ
る
当
事
者
の
立
場
は
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
ク
ラ

ス
ノ
セ
リ
ス
キ
ー
は
、Ｅ
Ｕ
や
モ
ル
ド
バ
が
ロ
シ
ア
を
「
侵
略
国
家
」

と
呼
ぶ
こ
と
を
批
判
し
た
も
の
の
、
戦
争
に
便
乗
し
た
形
で
の
ロ
シ

ア
編
入
を
望
ん
で
い
な
い
。
む
し
ろ
、
今
年
四
月
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
と
沿

ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
会
談
で
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
の
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
外

務
大
臣
は
、
平
和
と
安
全
の
維
持
が
重
要
で
あ
る
と
発
言
し
た
よ
う

に
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
と
し
て
は
現
状
維
持
を
模
索
し
て
い
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
は
従
来
通
り
の
「
平
和

維
持
」
の
役
割
を
期
待
す
る
一
方
で
、
モ
ル
ド
バ
の
軍
備
増
強
に
対

し
て
は
批
判
的
な
も
の
の
、
同
国
と
の
人
的
、
経
済
的
な
交
流
の
継

続
を
求
め
て
い
る
。
サ
ン
ド
ゥ
大
統
領
は
、
駐
留
ロ
シ
ア
軍
の
撤
退

を
求
め
な
が
ら
、
紛
争
の
解
決
と
国
家
の
再
統
合
を
掲
げ
て
お
り
、

モ
ル
ド
バ
の
立
場
も
従
来
通
り
だ
と
言
え
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
期
待
す
る
声
が
大
き
く
な
り
つ

つ
あ
る
。ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、ク
ラ
ス
ノ
セ
リ
ス
キ
ー

大
統
領
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
モ
ル
ド
バ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
積
極
的
に
会

談
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
パ
ト
ロ
ン
国
家
」
と
し
て
の
ロ
シ
ア
の

役
割
を
め
ぐ
る
不
安
の
表
れ
で
も
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
は
サ
ン
ド
ゥ
大
統
領
と
も
定
期
的
に
会
談
し
、今
年
の
二
月
に
は
、

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
議
長
国
の
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
オ
ス
マ
ー
ニ
外
務
大
臣
が
モ

ル
ド
バ
を
訪
問
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
っ
て
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
問
題
の
解
決
プ
ロ
セ
ス
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
と
懸
念
を
表
明
し
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
よ
る
モ
ル
ド
バ
と
沿
ド
ニ

エ
ス
ト
ル
の
対
話
の
促
進
を
強
調
し
た
。

　

と
は
い
え
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
立
場
は
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
に
特
別
な
地

位
を
付
与
し
な
が
ら
、
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
モ
ル
ド
バ
の
領
土
の

一
体
性
を
強
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
独
立
国
家

を
主
張
し
て
き
た
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
が
、
こ
れ
に
応
じ
る
の
か
と
い

う
点
は
不
透
明
で
あ
る
。
５
＋
２
が
動
揺
す
る
な
か
で
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
問
題
の
和
平
の
枠
組
み
を

大
き
く
変
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
●




